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1. 波動幾何學による宇宙論に於て四次元時案の計絨は

dr2 
d惑＝一―--- -r2d炉ー炉sin20d¢2+ (l-k2r2)dt2 (1.1) 

1-kデ

により典へられ，宇宙の構成要素であるところの星雲の運動最密度ベクト炉

は r・-(-pe" "+ q炉）kru, u•-炉 -o,
1 ut=_ (pe-kt+qe''t), (応三 vl-kデ）
a 

(1.2) 

で典へられ，これを却として＾ッフ';vの速度距離閥係が説明されてゐる。

他方ミ JVソの運動學的宇宙論叫こ於ては計量として平坦空間の計械

ds2= -dx2-dy2-d砂十dt2 (1.3) 

が用ひられ所謂 simplekinematical system即ち substratumを構成してゐ

る粒子の運動の速度及び密度は夫々

ザ＝包帆=y z bt 
t t' 

ザ = ; n= -- (X二炉ー性） (1.4) t x2, 

（こ＼に bは常敷），により典へられる。但し tの箪位は光の速度が 1になる

ゃうに選んである。従つて極座様を用ひるならば粒子の運動鼠密度ベクト JV

jiは

br bt f= 沢＝沢=O, 沢= (1.5) x_2-, x2 

となる。即ちこれが波動幾何學の理論の uiに到應するものである。

Mc Vittie はこの理論を定曲率空間即ち波動幾何學による宇宙論に於け

るものと同一の幾何學的空間に懐張し，計賊が

ds2=-J2(-dr2-r望 r2sin20d炉十dt2), (P三 1-『X) (1.6) 

(1) E. A. Milne, Relativity, Gravitation and World-striwture, 1935. 


